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第2部 3Rと放置自転車

　名古屋市は全国でも有数の放置自転
車の多い都市であり、その放置自転車
対策に多くの税金が使われ、回収され
た放置自転車の多くはごみとなり廃棄
されています。このような背景から、
2006年本研究室の学生が放置自転車を
有効活用して何かできないかと議論を
重ね、「名チャリ」が始動しました。「名
チャリ」とは、名古屋のコミュニティ
サイクルの愛称です。コミュニティサ
イクルとは、対象地域内に自転車の貸
出返却を行う場所（以下、ステーショ
ン）を複数設置し、自転車を多くの人
に共有してもらう新しい交通システム
のことです（＝コミュニティサイクル
システム：CCS）（図1参照）。従来の
レンタサイクルと異なり、自転車はス

テーション間移動・短時間利用が原則
となり、このような利用が行われるこ
とにより、自転車が多くの人に共有さ
れることになります。また名チャリは
以下の3点を大きな目的としています。

①放置自転車の削減：都市内の自
　転車流出の総量を減らすことに
　より放置される自転車の削減に
　寄与、また自転車の「所有」か
　ら「共有」への転換
②二酸化炭素の削減：都市部での
　移動手段を自動車から「名チャ
　リ」＋公共交通に変換すること
　で、二酸化炭素の削減に寄与
③地域活性化：まち中で自転車を
　利用することにより回遊性が向
　上し、徒歩や車では行けない場
　所へのアクセスが可能となり、
　まちの地域活性化にも寄与

　ここでは、名チャリの軌跡を簡単に
説明していきます。
　2006年に本研究室のプロジェクトと
して始動します。その後2007年には、
先ずは本研究室単独で初めての社会実
験を実施、翌年2008年から名古屋市と
協力関係を結び2回目の社会実験を実
施、2009年には全国でも最大規模の社
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会実験を本研究室と名古屋市が主催で
実施しました。2010年には、名チャリ
社会実験実行委員会が主催となり、有
料化による事業化に向けた本格的な社
会実験を実施しました。実験結果に関
しては、2009年の社会実験では、登
録者数が約30,000人、利用回数が約
99,000回となり多くの方に利用しても
らい、一日の自転車一台あたりの利用
回数（回転率）が5.5回となって、自転
車の共有が進んだことを表していま
す。2010年の社会実験では、有料化と
なったため、登録者数は減少しました
が、平均利用時間の短縮や1人あたり
の平均利用回数が改善されました（表
1参照）。

　これまでの社会実験を通し、以下の
ことがわかってきました。例えば、事
業性の確保があげられます。このため
に、一つのICカードで名チャリも公共
交通も利用でき、なおかつ電子マネー

で買物もできる複合的なシステムを構
築していくことが必要です。そうする
ことにより、利用者の利便性も増し、
またICカードを利用した事業の一環と
して名チャリを事業化していくことが
できるのではないでしょうか。その他
にも、名チャリを名古屋の交通手段の
一つとしていくためには、自転車走行
空間の確保や名チャリの利用可能地域
の拡大などもあげられます。

　今後は名古屋市が中心となり名チャ
リ事業化のためにさまざまな課題を克
服していかなければいけません。自転
車と自動車が共存できるまち・名古屋
を目指して名チャリは走り続けます。

 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度

実施日数 13日 2日 60日 61日

自転車台数 124台 201台 300台 300台

ステーション数 5箇所 10箇所 30箇所 30箇所

会員登録者数 1,432名 764名 30,794名 1,905名

利用回数 1,872回 952回 98,846回 26,208回

平均利用回数 144回/日 476回/日 1,647回/日 429.6回/日

最大利用回数 ̶  ̶  2,826 回/日 646 回/日

回転率 1.2回/台日 2.4回/台日 5.5 回/台日 1.4 回/台日

平均利用時間  ̶  ̶  32.4 分/回 12.9 分/回

一人あたりの平均利用回数 ̶  ̶  3.2 回/人 13.8 回/人

利用料 無料 無料 無料 有料

表1　これまでの実験結果
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図2　学生たちで考案した名チャリ
　　  のロゴマーク（上）とマスコッ
　　  ト「シャチフライ」（下）




